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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 Z 3083：2018 
 

アルミニウム合金及びマグネシウム合金の 

摩擦かくはん接合部のルートフローの 

超音波探傷試験方法 

Ultrasonic testing of root flaw imperfection by friction stir welding  

of aluminium alloys and magnesium alloys 

 
1 適用範囲 

この規格は，厚さ 3 mm 以上のアルミニウム合金同士及びマグネシウム合金同士の摩擦かくはん接合部

（以下，FSW 接合部という。）のルートフローについて，画像表示が可能な超音波探傷装置で探傷試験を

行う場合の超音波探傷方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS H 4000 アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条 

JIS H 4100 アルミニウム及びアルミニウム合金の押出形材 

JIS H 4140 アルミニウム及びアルミニウム合金鍛造品 

JIS H 4201 マグネシウム合金板及び条 

JIS H 4204 マグネシウム合金押出形材 

JIS H 4205 マグネシウム合金鍛造品 

JIS H 5202 アルミニウム合金鋳物 

JIS H 5203 マグネシウム合金鋳物 

JIS H 5302 アルミニウム合金ダイカスト 

JIS H 5303 マグネシウム合金ダイカスト 

JIS Z 2300 非破壊試験用語 

JIS Z 2305 非破壊試験技術者の資格及び認証 

JIS Z 3608 摩擦かくはん接合－アルミニウム 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS Z 2300 及び JIS Z 3608 によるほか，次による。 

3.1 

ルートフロー（root flaw） 

FSW 接合部の裏面部に生じる，深さ方向に連続した接合不完全部 1)。 


